
【取組内容①】 授業の課題設定，振返りで子供が使用するシートをクラウド上で共有して参照できる工夫

広島市立牛田新町小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

１ グーグルチャットに授業の課題とゴールを示し児童に伝える。

児童名

児童名

児童名

児童名

児童名

児童名

児童は学習の導入５分で，本時の課題とゴールを踏ま
えて，自分のゴールと課題を決め，シートに入力をす
る。その時に，友達のゴールと課題も参考にすること
ができる。そのため，このような学習を始めたときよ
りも，課題を決めるスピードが早くなり，内容も良く
なってきている。

グーグルスプ
レッドシートの
リンクを提示し，
児童がリンクを
クリックするこ
とでスプレッド
シートの画面を
表示させること
ができる。

学習の終末５分で，授業の振返りをする。この作業を
繰り返すことで，個別に学習を進める際に，この時間
に何をするのかが明確になっているので，這い回る場
面が少なくなってきた。

２ スプレッドシートに自分のゴール，自分の課題，振り返りを入力する。



【取組内容①】 社会科の学習で，情報の収集と整理分析を相互参照できる工夫

広島市立牛田新町小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

１ ジャムボードを白紙共有し，教科書などから情報を収集する。

児童名

児童名だけは教師が入力しておく。
その際画面の左下に書いておくと
上のサムネイル画像を表示した際
にも名前が確認できる。

情報収集する際に，ジャムボードの
付箋の色を以下のように決めた。気
づきは，デフォルトの黄色を使った。
疑問を水色にしていることから子供
たちからどのような問が出されてい
るのかが把握しやすいという利点が
ある。

作業をしながら他者参照ができるの
で，友達が調べた情報を取り入れた
り，友達の表現方法を学んだりする
ことができる。取り組み始めた時に，
なかなか表現ができなかった児童も，
友達のを真似することで，できるよ
うになったという実績がある。

児童のまとめ方もそれぞれで，
矢印で関連付ける，付箋をグ
ルーピングするなど上達が見ら
れるようになっている。



【取組内容④】 職員の連絡をチャットで行う工夫

広島市立牛田新町小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

１ チャットを開設し，ドキュメントに職員暮会で伝える内容を共有

職員名

職員暮会の数日前に，教頭から
チャットでお知らせが入る。暮会で
伝達事項がある職員は，グーグルド
キュメントに名前と伝達内容を入力
しておく。こうすることで，会に参
加できない職員がいても，チャット
を参照することで伝えることができ
る。

職員暮会は週に１度開催される
が，１ヶ月分（４回分）をまと
めて作成しておく。（枠だけの
コピーペーストで済む。）こう
しておくことで，毎週毎週作成
する必要がなくなる。加えて，
次週以降に伝えたいことも入力
しておくことができる。また，
以前の内容の参照もスムーズに
できる。

職員名

職員名

職員名

職員名

内容によっては，口頭で伝える
必要がなくなっており，職員暮
会の時間短縮を図ることができ
た。その時間で，ＩＣＴ研修や
学級事務をする時間を確保でき
た。



【取組内容②】 体育科フォークダンスの学習で，インターネット上の動画を活用する工夫

広島市立牛田新町小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

１ クラスルームを使って児童に課題，ゴール，学習過程を知らせる

２ タブレット端末で踊りの動画を見て練習をする。

ダンスの手本を示すことが苦
手な教師も多い。そこで，タ
ブレットを体育館に持ち込ん
で，ダンスの動画を見て子供
たちが学び練習をすることを
促す。

この学習は個人学習は難しい。
そこで，８人程度のグループ
を編成する。友達と動画を見
ながら，試行錯誤していくこ
とで，自分たち自身で体得し
たという達成感が生まれる。

３ 練習の成果を共有する

８人程度のグループごとに発表をして
もらい，途中経過を確認する。ある程
度形になってきたら，全員で踊る。写
真はマイムマイムを踊っている様子だ
が，練習時間３０分程度で踊れるよう
になった。

全員で踊っている様子を教師が撮影を
し，クラスルームで共有する。児童が
自分で確認をできるようにする。

教科書，音楽，参考になりそ
うな動画も添付しておく。

右のグループは，動画を見て学んでい
る状態。左のグループは，動画を見な
がらステップを確認して練習をしてい
る状態。



【取組内容⑤】 行事予定のクラウド化

広島市立牛田新町小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

１ 行事予定をスプレッドシートで共有化する

スプレッドシートに各分掌の部
長が入力すると，情報が集約さ
れる。行事予定が共有されてい
るので，どのような行事が入っ
ているのをタブレット端末で確
認できる。

従来は行事予定の調整を紙で行っていた。紙で訂正をし，教頭に提出。教頭は各分掌から提出された文書を見て入力。変更するた
びに同様の作業をする必要があった。スプレッドシートで共有することで印刷の必要がなくなった。

集約された情報は，タブを切り
替えることで月別行事予定，年
間行事予定の表の形で表示させ
ることができる。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

